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1　代表あいさつ

いつもNPO法人フードバンクセカンドハーベスト沖縄の活動へご支援いただき誠に　
ありがとうございます。

　2020年に始まった新型コロナウイルス感染症の影響は2021年にはより深刻なものと
なり、沖縄県の感染状況は他府県よりも状況は悪く、ほか度重なる緊急事態宣言や　
行動制限がなされ経済的にも大きなダメージを受け、収束はまだ終わりが見えませ
ん。その影響による当法人への食品依頼数の増加は、これまでに経験のない人数と　
なりました。

昨年11月には、念願であった事務所移転が叶い、これまでの4倍の規模の広さと　食
品の搬入・搬出がスムーズに行える大きな駐車場、倉庫管理に必要な棚やカゴ車など
の設備を整え、大型の冷凍冷蔵庫を備えることができました。食品や種類を増やして
扱えるようになったことで、施設・団体や個人の方々へより多くの食品をお届けする
ことができました。

また、社会的に食の支援が周知されたことで当法人の活動へ賛同し協力してくださる
方々が増えました。新規企業の参入やフードドライブ実施団体・個人の増加、休日を
利用して、定期的に当法人のボランティア活動へ参加してくださる方もいらっしゃい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　

しかし、食品を希望する方々の増加や食品寄付が増えたことによる在庫管理や受け取
り調整や荷下ろしなど業務が多忙となり、これまで以上にマンパワーが不足する場面は
多くなりました。

また、業務量の増加に伴う事業費については、2021年12月に寄付金控除を受けられる
「フードバンクオキナワ基金」も設立しました。ご賛同いただいてます個人の方・企業
の皆様からのご支援に心からの感謝を申し上げます。

　今後も、地域が求める活動をより長期的なビジョンで安定的に行っていくために、
様々な関係機関との協働を活発に続けていきたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事 奥平智子
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沿革

2007年設立

2007年10月16日 代表自宅にてフードバンク開始
「フードバンク沖縄」という名称でスタート

2007年11月 フリーマーケット会場でチラシの配布と
フードドライブ開始及び施設への食品配布を行う
集まった食品は福祉事業所へ配布

2008年 1月 沖縄タイムス社に初めて取り上げられる
2008年 5月 沖縄の企業から初めての食品寄贈スタート
2008年 7月 福祉窓口を通じて個人世帯への食品配布スタート
2010年 4月 那覇市上間で事務所を間借りしスタート　電話番号取得
2012年 4月 那覇市上間で事務所移転し初の単独事務所
2010年 7月-5月 農林水産省「沖縄県におけるフードバンク活動推進事業」受託
2012年12月8日 法人格取得
2015年  8月 WAM「社会福祉振興助成事業」受託
2016年  4月 農林水産省「農村漁村6 次産業化対策事業補助金」受託
2017年 食品ロス削減法骨子案への意見者として参加
2020年10月 全国食支援活動協力会休眠預金事業受託
2021年  3月 JANPIA休眠預金 セカンドハベーストジャパンとの共同事業

「沖縄フードセーフティネット構築事業」開始（～2022年3月）
2021年  5月 東京オリンピック聖火リレーランナー参加
2021年  8月 沖縄県食品ロス削減推進委員・実務者委員として県会議に参加
2021年 11月 豊見城市翁長に事務所移転 
2022年  5月 りゅうちゃん子どもの希望募金採択（終了）
2022年  6月 日本フィランソロピック財団から事業採択
2022年  7月 コープおきなわフードバンク募金スタート
　　　　　 那覇市市民チャレンジ助成事業採択（終了）
2022年  8月 農林水産省フードバンク活動緊急支援事業

地域ブロックコーディネーターを委託
2022年  9月 新年度スタート
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２　活動報告（1）
事業紹介

《主な活動内容》
 ◆食品回収事業
　  ＊定期回収（飲料/パン/加工食品/備蓄品など）

＊個人からの寄付（活動日時内）

＊フードドライブ（団体や個人で食品を集めて寄付をする活動）
　　　　　　
◆食品分配事業

＊月曜日：個人世帯向けの箱詰め作業と各支援窓口へ

＊水・金：施設や団体へ

　　　　　　　　　　　　　◆その他の事業
　　　　　　　　　　　　　  ＊情報発信・連携

【人員】
　・常勤         ４名
　・非常勤      ４名
　・登録
　　ボランティア 　９名

４

【会員】
　・正会員(議決権有）

　　　　　〔法人〕  17
　　　　　〔個人〕  14
　・賛助会員
　　　　   〔法人〕    8
　　　　   〔個人〕   89

     
                   合計       128

一緒に
参加しませんか？



２　活動報告（1）
食品の寄贈から寄付の流れ

各種
就業体験・
学生ボラティア
受け入れ

企業

団体

個人

施設等

子どもの居場所等

支援窓口を通して個人世帯へ

情報発信
　講話など

主な活動（毎週月曜日）

説明会
（連携確約など）

無

償

で

提

供

企業・学生・一般
ボランティアとの集合写真⇩

５



２　活動報告（2）
a. 食品回収

【フードドライブ】
NTT西日本沖縄支店

うないフードバンク活動 様

６

【備蓄品とフードドライブ】
沖縄電力株式会社 様

月

件数 
(件) 重量 (kg)

R2 9月 126 5955.40

10月 106 9526.26

11月 103 11845.18

12月 132 13072.96

R3 1月 91 9343.91

2月 101 3802.74

3月 119 32897.01

4月 95 8253.22

5月 87 7376.89

6月 95 8800.15

7月 109 10445.29

8月 114 39861.44

総数 1278 161180.44

             食品寄付の月別データ  
             (R3.9月-R4.8月）

★全体の重量：1,278件  約 161.18トン

　・企業寄付：598件　    125.25トン
　　  (食品取扱企業)　　
　・団体寄付：230件　 　 32.46トン
　　   (一般企業や学校等)

　・個人寄付：450件　   　 3.47トン

　☆フードドライブ  の数：87件　7.11トン

※1  企業とのコラボよる連携施設等への直接配送を含む
※2  全体数よりフードドライブのみ抜粋
　　フードドライブとは、さまざまな場所で食べ物を集める活動を
　　 行うことです。

※2

※1  



食品取扱企業からの寄贈
2021年9月ー2022年8月
（名称：順不同・敬称略）
　
前年度より寄贈いただいている企業 様
〇いまいパン　　　〇マルヨシ堂
〇金城ベーカリー　〇ベーカリーノワ
〇マーメイドベーカリー
〇カバのパン屋さん
〇有限会社永吉豆腐加工所
〇株式会社ホクガン
〇金秀商事株式会社
〇日本食研ホールディングス株式会社
〇サントリーフーズ㈱
〇株式会社モスフードサービス
〇(有)農業生産法人園芸ファームなかむら
〇株式会社ニチレイ
〇沖縄ロジテム株式会社　〇㈱富村商事
〇カルビー株式会社　　　〇大伸株式会社
　他　2　社

9

２　活動報告（2）
a.  食品回収  

７

今年度、寄贈いただいた企業 様

〇㈱新幸地
〇ホルモン焼道場
〇手作りの店セントポーリア
〇EM研究機構
〇沖縄ハム総合食品株式会社
〇沖縄食糧株式会社
〇名護パイナップルワイナリー
〇とりの丸焼きこけこっこハウス
〇オキコ株式会社
〇雪印メグミルク株式会社
〇繁多川食品
　他　3　社

⇧ミヤギパッケージ様より配達

初の連携！ダンボールの
 定期寄贈

新しい取り組み
食品分配の際に使用するダンボールの提供
〇株式会社ミヤギパッケージ 様
〇株式会社ざまみダンボール 様

⇦冷凍兼冷蔵庫の寄贈（1台）
フクシマガリレイ株式会社 様



２　活動報告（2）
b. 食品分配

年間集計 支援窓口 世帯数 総数

大人

(19歳以上)
子ども

(18歳以下)
2020年度 779 3,538件 11,096人 5,451人 5,645人
2021年度 865 5,379件 16,678人 8,396人 8,282人

差 +86 +1,841件 +5,582人 +2,945人 +2,637人

(1) 個人世帯（延べ人数）

新型コロナウィルス感染症(COVID-19)以前から2021年8月までの提供数の推移

＊当団体の年度は9月－8月

(2)　施設・団体：母子寮、学校、子ども食堂、学生支援イベント等

2022年8月
最高人数

 1,802人

2019年12月
最高人数 
915人

＊2020年5月はCOVID-19感染拡大を鑑み活動一時休止した

８

2020年6月
最高人数 
1,514人

分配件数：6,745件（2020年9月～2021年8月）

＊施設や団体：1,366件　約14,846人
（連携窓口 106ヶ所）

＊個人世帯：5,379件　16,678人
（連携窓口 56ヶ所）

支援窓口を通して

29市町村へ提供!
（一部、離島を含む）



２　活動報告（2）
＊利用者の声（アンケート等）

(1) 個人世帯

９

＊2022年2-3月実施アンケートより
（339世帯）

　1位　お米　　　　　　　2位　缶詰　　　　    　　　3位　即席食品  　

＊受贈者に好まれる食品

・自分から食糧を下さいと言えないが、声をかけてくれて「助かった」と言う気　
持ちになった
・今まで、食糧をもらうまで困っていないと周りにも見せていたが…実際は食　　
べる物もほとんどない状態だった　とても助かりました
・食事が満足にできないと、メンタルにも影響するので、その不安が治った
・病気により買い物など行くことも困難であった為　また生活費が大変だったの　
も重なったから
・自分達でも気にかけてくれる方がいるという事を知って安心した
・コロナで皆さん大変ななか心暖まるご支援、ボランティアの方々により、私達　
家族は満たされました。この気持ちを忘れずに次は提協できる側に、なれる様　
協力して行きたいと思っております。感謝致します
・食費がういて助かる / 主食のお米が頂けて助かる
・子どもに食べさせてあげられる
・失業、により家計が苦しかったので助かる

受贈者の感想



２　活動報告（2）
＊利用者の声（アンケート等）

(2)　施設・団体　

１０

①外国表記の食品は使いづらい

②食品の好み・アレルギー・宗
教上の問題

③どの世帯にどれだけ渡すのか
仕分けが難しい

改善点

①日本語訳と賞味期限を翻訳

②連携窓口への協力依頼
（聞取りを行い希望しない食品
は配布しないなど）

③毎週、食品提供の目安リスト
を配布

対策

・相談者の安心感、安堵感に繋がる      ・信頼関係を築ける
・相談者が心を許してくれる。支援を拒否していた方も食品を渡す事で、支援を受けてくれる
・利用者とつながりを持てる機会になるので、家庭状況を伺える等、支援しやすくなる
・いつもたくさんの食糧提供ありがとうございます。不安を抱えている多くの相談者の方々は、
　食べるものを確保できるだけで、大きな安心感につながり、子育てには力にもなっているよう
　です。一緒に支援して頂けることが、とても心強いです。来年度もぜひよろしくお願いします
・支給できる食糧があるのは安心感があるが、それに慣れないように指導が必要になる
・食品提供を楽しみにしている子ども達がいて、食品提供を通して子どもと話が進むので助かっ
　ています　　　　

主な改善点と対策

（ 回答数 291人 ）(3)　支援窓口職員の感想



  ２　活動報告
　連携支援窓口 69ヵ所のご紹介（所在地別）2021年4月～2022年8月

😊南部エリア
【那覇市】
沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター南部支所
沖縄県おしごと応援センター One×One (南部)
那覇市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
那覇市子育て応援課子育て支援室
那覇市福祉部 保護管理課 ／ 那覇市保健所
公益社団法人 那覇市母子寡婦福祉会
那覇市母子生活支援センターさくら
社会福祉法人 那覇市社会福祉協議会
YUDENSETSU Co,. LTD. 
アフターケア相談室にじのしずく
地域サポートあごらぴあ ／ 就労支援あ・ん
わくわくの会 さぽーとせんたー i
一般社団法人ラトナパークあるにこ
一般社団法人 SHINSEI ／ 株式会社 BEMESTAR
訪問看護ステーション心愛 ／ 株式会社ちむぐくる
那覇市地域包括支援センター松川 ／ みんなの居場所 えん
那覇偕生園ケアプランセンター／相談支援事業所オアシス
エイブルサポートつばさ ／ あいわ居宅介護支援事業所
公益社団法人沖縄被害者支援ゆいセンター
女性を元気にする会

【南風原町】
沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター南部
南風原町役場こども課
南部福祉事務所生活保護班
社会福祉法人 南風原町社会福祉協議会
障がい者相談支援センターりんく

【豊見城市】
豊見城市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
豊見城市こども未来部 子育て支援課
社会福祉法人 まつみ福祉会 豊見城市地域活動支援センターゆい桜
社会福祉法人 豊見城市社会福祉協議会
豊見城市福祉健康部 社会福祉課

【八重瀬町】
 社会福祉法人 八重瀬町社会福祉協議会

【南城市】
 南城市福祉事務所
 南城市役所 子育て支援課
 南城市立玉城中学校

【与那原町】
 社会福祉法人 与那原町社会福祉協議会

【糸満市】
 糸満市マザーズスクエア いいまぁる

　😊中部エリア
【うるま市】
うるま市こども未来部 子育て世代包括支援センター
うるま市役所 福祉部保護課（うるま市福祉事業所）

うるま市役所　障がい福祉課
うるま市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
マザーズスクエア うるはし公益社団法人 沖縄県母子寡婦福祉連合会

うるま市 母子寡婦福祉会
松島公民館

【沖縄市】
沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター中部
沖縄市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
沖縄市教育委員会 指導課こどもの生活サポートチーム
沖縄市役所 保護第一課、保護第二課、保護管理課

【西原町】
社会福祉法人 西原町社会福祉協議会

【宜野湾市】
宜野湾市福祉推進部 福祉総務課
宜野湾市福祉推進部 児童家庭課
一般社団法人 結福祉会
 合同会社 imaru imaru plan

【浦添市】
浦添市母子生活支援施設 浦和寮
浦添市社会福祉協議会 自立サポートセンター・てだこ未来
社会福祉法人 若竹福祉会 地域支援センターEnjoy
社会福祉法人若竹福祉会障がい者就業・生活支援センターかるにあ
一般社団法人ある
 NPO法人ライフサポートてだこ浦添市地域包括支援センターライフサポート

※毎週月曜日（平日のみ）下記の連携窓口を通して、個人世帯への食品配布を行っております

◆窓口名ごとに箱詰め作業 ➡➡ 各窓口が受取後、個人世帯へ

１１

😊北部エリア
【名護市】
沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター北部
一般社団法人 TAKE-OFF

【本部町】
沖縄県マザーズスクエアゆいはぁと北部

【宜野座村】
社会福祉法人 宜野座村社会福祉協議会

個人世帯

マンデーパントリー

参加者募集中



😊南部エリア

【那覇市】
那覇市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
（公財）沖縄県労働者福祉基金協会 就労サポートセンター
(公財)沖縄県労福協 沖縄県おしごと応援センター One×One
(公財)沖縄県労福協 グッジョブセンターおきなわ
公益社団法人沖縄県母子寡婦福祉連合会
公益社団法人 那覇市母子寡婦福祉会
那覇市母子生活支援さくら
しののめケアハウス ／ 女性を元気にする会 
NPO法アフターケア相談室　にじのしずく
人ファミリーサポート・愛さん会
那覇市立 若狭児童館
社団法人 偕生会 児童養護施設 沖縄県立石嶺児童園
合同会社ひまり(スターキッズかみはら・スターキッズかみはら2組)

㈱りゅうせきフロントライン(真和志高校サポートルーム和)
NPO法人 エンカレッジ 泉崎教室 ／ 未来こうさく室TIGUTI
NPO法人 エンカレッジ 首里教室 ／ 真和志教室
那覇市安謝児童館   ／  那覇市国場児童館
社会福祉法人若杉福祉会 久場川児童館
ＮPO法人プロミスキーパーズ
就労支援　あ・ん  ／  地域活動支援センターまぁーじ
一般社団法人 SHINSEI ／　株式会社 BEMESTAR
学校法人南星学園サイ・テク・カレッジ那覇
沖縄県立 泊高等学校
ゆいまーるの会 ／ 沖縄県民主医療機関連合会

※下記、支援窓口を通して施設内で利用する飲料や菓子等の配布を行っています
※資料作成時点で、活動されていない施設・団体もございます

  ２　活動報告
　 連携支援窓口 113ヵ所のご紹介（所在地別）2021年4月～2022年8月

１２

施設・団体 ①

😊北部エリア

【本部町】
沖縄県マザーズスクエアゆいはぁと北部

【名護市】
沖縄県就職支援パーソナルサポートセンター北部
社会福祉法人ひんぷん会 児童養護施設なごみ
一般社団法人 TAKE-OFF
沖縄学生支援プロジェクト

【金武町】
NPO法人 エンカレッジ 金武学習支援教室
琉球リハビリテーション学院金武校

【宜野座村】
社会福祉法人 宜野座村社会福祉協議会
NPO法人エンカレッジ宜野座教室

【恩納村】
NPO法人 エンカレッジ恩納教室

【南風原町】
沖縄県就職・生活支援パーソナルサポートセンター南部
ファミリーハウス「がじゅまるの家」
NPO法人 みつばちの家
珊瑚舎スコーレ結塾Ｊ＆Ｓ　南風原教室
NPO法人 珊瑚舎スコーレ結塾Ｊ＆Ｓ津嘉山教室

【豊見城市】
NPO法人 エンカレッジ豊見城第1教室
NPO法人 エンカレッジ豊見城第2教室

【八重瀬町】
一般社団法人 子どもの広場 あがぺハウス
珊瑚舎スコーレ結塾Ｊ＆Ｓ　八重瀬教室

【南城市】
社会福祉法人 南城市社会福祉協議会
南城市立玉城中学校

【与那原町】
沖縄県マザーズスクエア ゆいはぁと
児童養護施設 愛隣園
NPO法人 珊瑚舎スコーレ結塾Ｊ＆Ｓ与那原教室
【糸満市】
糸満市マザーズスクエア いいまぁる

★月に一度、企業ｻﾏからの飲料の配布！
　受取と、荷卸し作業に参加いただいています

母子支援施設・児童館・子ども食堂・
学習支援・障がい者支援・生活支援などの
福祉の皆さんと、食品ロスを繋いでいます。



【中城村】

NPO法人エンカレッジ中城第1教室／中城第2教室

【西原町】

NPO法人 エンカレッジ西原がじゅまーる教室
珊瑚舎スコーレ結塾Ｊ＆Ｓ坂田教室／西原教室

【宜野湾市】

宜野湾市児童家庭課／宜野湾市生活福祉課
地域むすびくらぶ
アイ・キッズ志真志／株式会社アイ・キッズ宜野湾
一般社団法人 結福祉会 Active
宜野湾ゲンキ食堂

【浦添市】

浦添市母子生活支援施設　浦和寮
特定非営利活動法人シンコペーション浦添市立宮城ヶ原児童センター
屋冨祖通り会
一般社団法人　ある
浦添市立うらそえぐすく児童センター内てぃーだこども食堂

浦添グリーンハイツ放課後子ども支援塾
イマココ
はっぴーてぃだクラブ（屋富祖子ども育成会）
陽迎橋自治会（みんなおいでよ陽迎橋）
沢岻高層住宅トマトクラブ
カーミージー未来クラブ
子供食堂　M・Tキッズクラブ
グレイス子ども食堂
浦添市立 浦城っ子児童センター
ホープ・たくし
浦添市若草児童センター ／ 浦添市立内間児童センター
浦添市民住宅子育て支援港川宿舎
特定非営利活動法人 みのりの会 ／ 一般社団法人 かりゆし結
NPO法人エンカレッジ てだこチャレンジ教室 沢岻小／前田小

  ２　活動報告
　 連携支援窓口 113ヵ所のご紹介（所在地別）2021年4月～2022年8月

１３

施設・団体 ②

😊宮古・石垣エリア

【宮古島市】
一般社団法人宮古島こどもこそだて
　　　　　　　　　　　　ワクワク未来会議
【石垣市】
株式会社　ゆにばいしがき

😊中部エリア

【うるま市】

うるま市 母子寡婦福祉会
マザーズスクエアうるはし
NPO法人ちゅらゆいうるまkukulu

【沖縄市】

沖縄県就職支援パーソナルサポートセンター中部
沖縄市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
住吉国際ジュニアクラブ
沖縄市立 レインボーハイツ
美さと児童園
社会福祉法人 大信福祉会 ゆいキッズ
E.C.L拠点
NPO法人 エンカレッジ おこすこや教室
NPO法人 エンカレッジ わかばチャレンジ教室諸見小内教室
NPO法人 エンカレッジ 美里学習支援教室

【読谷村】

NPO法人エンカレッジ読谷第1教室／読谷第2学習支援教室

【嘉手納町】

NPO法人 エンカレッジ嘉手納教室

【北谷町】

沖縄県マザーズスクエアゆいはぁと中部
NPO法人 エンカレッジ 北谷学習支援教室
一般社団法人 ウパンナ
NPO法人 エンカレッジ ちーたん塾

【北中城村】

NPO法人 エンカレッジ 北中城学習支援教室

初！直接、
離島エリアとの連携⇧施設からお礼状贈呈♡

フードバンクの連携窓口と
企業とのマッチングも 
お米を子どもたちへ繋ぎました➡



●沖縄県版「食品ロス削減推進法」策定に向けた県民会議及び実務者として
　沖縄県食品ロス削減推進会議への参加

●一般社団法人全国食支援活動協力会
　ミールズ・オン・ホイールズロジシステム（MOWLS）のWEBシステムを活用し、
　コーディネーターとして連携施設の子どもの居場所等へ食品を繋ぎ届ける

●事業等による倉庫什器の拡充
　＊特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム(JPF)の休眠預金等活用事業
　　　〔セカンドハーベスト・ジャパンとの協働事業/2022年2月終了〕
　 　　　➡食品用棚、テーブル、台車等購入費助成

　＊｢24時間テレビ｣×｢ミールズ・オン・ホイールズ ロジシステム｣を通じた子ども食堂・子ど　　
もの 居場所支援
　　　　➡ 保冷ボックス、保冷剤、６輪カートの購入費助成

●令和４年度フードバンク活動強化緊急対策委託事業　中核団体受託
　沖縄ブロックにおける食品管理体制の向上やネットワーク形成の基盤づくりを目的とし、地　
域の食支援団体や食品関連企業、関連行政等との連携を図るための会議やシンポジウム等を　
行う。

　
●助成金・補助金 関連
　・「沖遊協パチンコ・パチスロ助成事業」コロナ禍における緊急的な食品購入事業

　・２０２１年度労働者福祉事業等助成金　ベビー用　粉ミルク等輸送事業

　・りゅうちゃん子どもの希望募金助成事業 食品保管機能の拡充継続支援事業

　・新型コロナウィルス感染症対応市民活動チャレンジ助成事業
　・農林水産省フードバンク支援緊急対策事業（第２期）
　・公財）日本フィランソロピック財団 食まーるプロジェクト～ちゅふぁーら（まんぷく）サポート～

　・コープおきなわ「フードバンク活動支援募金」
　

２　活動報告
　ｃその他の事業

１４

●衛生管理監査の実施
　日本フードバンク連盟が派遣する外部の
　食品衛生管理専門家から監査を受ける
　2022年3月22日・監査員2名

⇦サーティフィケート（修了証）



●情報発信
　＊メディア
　　新聞掲載１回　　　　
　　ラジオ放送 1回（伊禮俊一：FMレキオ「ゆいゆいタイム」）

　　 雑誌掲載 ２回（沖縄県広報誌「美ら島沖縄4月号」、おきなわいちば2022spring）

　 　　⇦〔テレビ再放送〕◎RBC NEWS「つなごう沖縄 思いを繋げるフードバンク」
　　　　2021/07/08　https://www.youtube.com/watch?v=0QnD38vg-HU

　＊ホームページ、ソーシャルメディア（インスタグラム/facebook等）

●他府県のフードバンク団体・食支援との連携
　＊セカンドハーベスト・ジャパン（食品の寄付）
        共同事業「うさがみそーれープロジェクト」2022年2月終了

　＊フードバンクふじのくに（粉ミルクの寄付）➡➡

　　 〖その他〗日本フードバンク連盟認証団体及び理事

　●学生ボランティアの受け入れ
      　　　　　    大学名等   沖縄大学（2021年11月・1名）

　　　　　　　　　　　  琉球大学農学部亜熱帯地域農学科（2021年12月・4名） 

　　　　　　　　　　　  沖縄クリスチャンスクール12年/高校3年（2022年5月・1名）

　　　　　　　　　　　  琉球大学国際地域創造学部（2022年7月-8月・4名）

　　　　　　　　　　　  実習生（沖縄国際大学／琉球大学／沖縄大学 2022年8月・3名)

　　　　　　　　　　　  沖縄大学（202年7月-9月・1名）

　　　　　　　　     　　        田野ファミリー（大学生・高校生・中学生2022年8月）

　　　　　　

２　活動報告
　ｃその他：情報発信・連携

１５

★2021年12/23
　沖縄タイムス・
　週刊ほーむぷらざ 
　／ 彩職賢美リターンズ ➡

●フードドライブで参加！する学校・企業や団体と

・中学 7 校  ・高校 11 校　・その他（保育園、学生団体等）4 団体 

学校内

FOOD
DRIVE

ホテル
×

高校

お中元・
お歳暮の

時期

毎月
１回

リサイクル
換金で食品

購入
学校の
長期

休み前

季節の
イベント

に
あわせて

全体で
7113.94㎏

課外活動・
ボランティア

団体

https://www.youtube.com/watch?v=0QnD38vg-HU


３　コロナ禍での活動等

【回収】
●観光関連業 (航空会社・ホテル)：
　　　コロナ禍当初から継続的な寄付
●SDGsの取り組みによるフードドライブ実施企業・団体の増加

●新聞やホームページ・SNSを見て寄付をする個人・企業の方々
　の増加

【分配】
●支援窓口数の増加

　2020年度  125 窓口　➨　2021年度  182 窓口（延べ）

●個人世帯の食品依頼の増加
●ライフライン使用不可の
　世帯からの依頼増加も
　続いている

１６

年間集計 支援窓口 世帯数 総数

2020年度 779 3,538件 11,096人
2021年度 865 5,379件 16,678人

差 +86 +1,841件 +5,582人

フードバンクオキナワ基金
公益財団法人みらいファンド沖縄様
より【寄付証明書】が発行され寄付
金控除を受けられる

　新しい寄付の方法　

　　　　Amazon
「みんなで応援」プログラム

「ほしい物リスト」から商品を
ご購入いただく

https://miraifund.org/

kikin/foodbank/

新しく連携を結んだり
依頼回数が増えた

フードバンク支援募金

コープおきなわ様による
　　　　　　募金（店頭・組合員）

      　　　　（フードバンクと他団体へ分配）
　　

【フードドライブ】
琉球エアーコミューター株式会社 様

https://miraifund.org/kikin/foodbank/
https://miraifund.org/kikin/foodbank/


４　会計報告（1）
　　活動計算書

１７



４　会計報告（２）
　　貸借対照表・監査報告書

殿

１８

※2021年度の寄付金
　企業24社、2団体、個人263人の方々より
　総額 5,257,130円の寄付を頂きました
　皆さまのご支援に感謝いたします



５　2022年度への展望

１９

\ Follow us !😊/

引っ越しをして、早くも1年。

お陰様で、何もなかった倉庫は活動に賛同をいただいた皆さまのご協力により、あっと
いう間に必要な設備が整い、様々な食品を扱えるようになりました。また、広い駐車場
を完備しているので、多くの方々にお越し頂けるようにもなりました。

3月には日本フードバンク連盟の衛生管理監査を行うために監査員を招き、食品を扱う
上でのご指導等をいただき、適切に食品を扱う意識や心構えをさらに強く持つことがで
きました。

 また、コロナ禍での多忙な日々を、夜遅くまで時間と知恵を費やし頑張ってくれたス
タッフの力は本当に大きかったと思います。

 2021年度は、当法人の歴史に残る大きく飛躍した年になりました。

ご協力いただいたすべての方々へ感謝いたします。

　次年度は、移転や拡大に伴う活動基盤の強化をすすめるにあたり、沖縄県の食品ロス
削減推進県民会議への参加や国が行うフードバンク支援事業にも取組み、さらにこれま
でのネットワークを強化することで、より安定的に継続する形を目指していきたいと
思っております。

今後とも、これまで同様にNPO法人フードバンクセカンドハーベスト沖縄の活動への

ご協力をよろしくお願いいたします。

代表理事　奥平智子　Special Thanks♡
移転にご尽力いただいた

皆様に感謝します


